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  寅十月            世話心得井戸鉄太郎、同介奥村季五郎、依田克
之丞 
調所出役弐部 但前同断 組頭三部 勤番弐部 下番壱部 但し下番は五十冊以上の
品両度に拝借候事 
















天保 15 年（1844）から弘化 3 年（1846）にかけて、書物を丁寧に扱うことが達として
出されるが、借覧等に関して大きな変更は見られない。 












































官文庫を引き継いで、翌明治 18 年（1885）12 月の内閣制度の創始とともに、新設の内閣




























































一番割合の多かったものは、「文学」の分類で 1021 部 27.4％を占めていた。次に、「歴史」
の分類が 993 部、26.7%であり、「文学」と「歴史」に分類される書物だけで、和書の半数
以上を占めていた。次いで「政治・法制附故実」が 349 部、9.4%であり、「政治・法制附故





















































































寛文 10 年（1670）、『本朝通鑑』40 巻、『続本朝通鑑』230 巻、前編 3 巻、『本朝通鑑』
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萩藩明倫館、名古屋藩明倫堂、和歌山藩学習館の 3 校である。 
 
3.1.2 萩藩明倫館の文庫運営 





















天保十四年十二月廿日伺指令                山県半七 
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 借りている書物を粗末に扱った者には 5 日の出席停止とすること、書物を紛失した者は、
その親が出席停止期間を伺い、当人が謹慎することが記されている。このことから、書物
何書            誰分 
            士族何番頭 
            肝煎 
            検断 
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類される、軍書が確認された。14 の文庫で計 948 作品が見られた。その内、2 つ以上の文











































































































































































































 本論文で、分析対象とした 15 の文庫のうち、昌平坂学問所、名古屋藩明倫堂、萩藩明倫
堂、彦根藩弘道館、秋月藩稽古堂、大聖寺藩時習館、津藩有造館、福井藩明道館、和歌山









































































































5 月、老中松平定信の命によって寛政の改革の一環として、享保 7 年（1722）の出版取締
令を基にして、出版取締令が出されている。 












   一、書物類古来より有来通ニて事済候間、自今新規ニ作出申間敷候、若無拠儀ニ候
ハバ、奉行所え相伺、可受差図候、 
   一、近年子供持遊ひ草紙絵本等、古代之事ニよそへ、不束成儀作出候類相見候、以
来無用ニ可致候、 
   但、古来之通質朴ニ仕立、絵様も常体ニいたし、全子供持遊ひニ成候様致候儀は不
苦候、 
   一、浮説之儀、仮名書写本等ニ致し、見料を取、貸出候儀致間敷候、 
     但、浄瑠理本は制外之事、 


















































































































































































                                                  
1 日本古典文学大辞典編集委員会編『日本古典文学大辞典』（岩波書店 1983）、第 2 巻 244
～255 ページ 
2 長友千代治『近世貸本屋の研究』（東京堂出版 1982）、194 ページ 
3 倉員正江「江戸時代における軍書の教育的意義について」（『教育制度研究紀要』第 34 集 
2003）、1 ページ 
4 井上泰至「サムライ達の物語-近世軍書」（『江戸文学』31 号 2004）、114 ページ 
5 井上泰至「初期読本と軍書」（『国語と国文学』69 巻 3 号 1992）、43～44 ページ 
6 長友千代治『近世貸本屋の研究』（東京堂出版 1982 年）、167～171 ページ 
7 池田真由美「「書物有物帳」に見る江戸近郊村名主層の動向」（『関東近世史研究』51 号 
2002）、62 ページ 
8 若尾政希「「書物の思想史」研究序説」（『一橋論叢』134 巻 4 号 2005）、527 ページ 
9 若尾政希「日本近世における軍書の歴史的位置」（『軍記と語り物』39 号 2003）、27～
28 ページ 
10 平岩親吉編。慶長 15 年（1610）自序。写本で伝わる。三河松平徳川氏の先祖をたずね、
三河定春以降、関ヶ原の役の結末までを対象とする。史実としては正しくないものも多い
が、江戸時代には広く読まれ、講釈の材などにもなった。 
11 熊沢淡庵編・正徳 6 年（1716）刊行。天文から慶長年間（1532～1615）における名将・
勇士の忠義・武勇の美談を集めたもの。 
12 中井竹山編。寛政 11 年（1799）に幕府に献上される。天文 11 年（1542）徳川家康の誕
生から元和 2 年（1616）の死去までの一生を記した伝記。 








17 日本古典文学大辞典編集委員会編『日本古典文学大辞典』（岩波書店 1983） 
18 日本古典文学大辞典編集委員会編『日本古典文学大辞典』（岩波書店 1983）、第2巻 317
ページ 
19 小峯和明「軍記文学と説話」（『軍記物語とその周縁』 2003）、125 ページ 
20 井上泰至「読み物としての近世軍書」（『国語と国文学』81 巻 4 号 2004）、44 ページ 
21 文部省編『日本教育史資料』（臨川書店 1970）、第一巻 533 ページ 
22 『山口県教育史』（山口県教育会 1925）、上巻 58～59 ページ 
23 文部省編『日本教育史資料』（臨川書店 1970）、第二巻 252 ページ 
24 日野龍夫編『鵞峯林学士文集』（ぺりかん社 1997）、下 600～601 ページ 
25 井上泰至「読み物としての近世軍書」（『国語と国文学』81 巻 4 号 2004）、48 ページ 
26 中村幸彦『中村幸彦著述集』（中央公論社 1987）、第四巻 10 ページ 
27 岡島冠山訳。宝永 2 年（1705）京都林九兵衛ら刊。20 巻 20 冊。明の太祖朱元璋が、草
莽より起こり、元を滅ぼして天下を一統する過程を演義小説化した中国白話長編小説『雲
合奇蹤（皇明英烈伝）』の翻訳。 




                                                                                                                                                  
回から第 15 回までを原文に沿って訳すが、煩雑な部分は大幅に省略し、または理解の便を
はかって説明を加え、筋を把握しやすくした抄訳である。 
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